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１．はじめに 

長野県埋蔵文化財センターでは、県道高田若槻線建設（長野建設事務所）に伴い、平成

23 年 4 月から浅川扇状地遺跡群の発掘調査を実施しております。平成 23・24 年度の発

掘調査では、弥生時代から平安時代の集落跡や中世の堀跡などが見つかっています。集落

跡では、竪穴住居跡が 113 軒発見されており、その多くは奈良・平安時代のものです。

中世の墓跡も 4基確認されました。 

今年度の調査では、弥生時代～平

安時代の竪穴住居跡のほかに、江戸

時代末期の火災の跡、中世以降の水

田跡（時期は未確定）や掘立柱建物

跡が見つかりました。 

本日の説明会では、桐原地区の古

墳時代から平安時代の竪穴住居跡、

中世以降の掘立柱建物跡・井戸跡な

どを公開し、そこから出土した遺物

を展示します。旧北国街道沿いの調

査で出土した、江戸時代の瓦や、土

製一分銀など、吉田地区の出土遺物

も展示しています。 

 

２．調査の概要 

所在地 ：長野市吉田 1丁目、桐原 2丁目   

調査面積 ：約 8,500㎡（表面積） 

調査期間 ：平成 25年 4月 8日～12月 18日 

調査原因 ：県道高田若槻線建設に伴う発掘調査 

今年度の調査で発見されたもの： 

 遺構 竪穴住居跡 45軒（弥生時代 7、古墳時代 7、奈良・平安時代 27、不明 4） 

    掘立柱建物跡 1 棟（中近世）、溝跡 7 条（弥生時代 2、古墳時代 1、奈良・平安

時代 4）、土坑 約 500 基（古墳時代～中近世：柱穴、井戸などを含む）、水田跡

2面（中近世） 

 遺物 弥生時代の土器、古墳時代～平安時代の土師器・須恵器、近世の瓦・土製品など 

3区から調査区全域を望む（南から撮影） 

県道高田若槻線建設に伴う発掘調査              2013（平成 25）年 11月 16日（土） 
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